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伊丹市議会議員 の活動報告  

 

 

「不登校」に対する木下教育長の見解 
   

自己と真剣に向き合う時期。決して無駄では無い。 
しっかり見守り、本人の気持ちを理解することが極めて大事。 

   
コロナ禍の生活環境変化もあり、全国的に小中学生の不登校が増えている。(下図) 

不登校状態の児童・生徒や保護者の中には「悪いこと」と悩んでいるケースも多い。 

不登校への見解を求められた木下教育長は、次のような考えを述べた。 

（長文のため、答弁を抜粋・要約しました） 

   

不登校は様々な要因により、結果的に学校へ行けなくなる状態で、問題行動ではない。 

親や周りは“やきもき”するかもしれないが、本人にとっては自己と真剣に向き合う時期であり、 

決して無駄な時期ではない。親や教員など周りの大人が、登校することを目的にするのではなく、 

その子をしっかり見守り、本人の気持ちを理解することが極めて大事だ。 

愛情を持った温かい見守りは、自らの自尊感情や気力を高めることにつながる。 

子どもの居場所づくりや、分かる授業の創造等で「不登校を出さないこと」は目標だが、 

最大の目標は、不登校そのものを否定的に捉えるのではなく、すべての子どもが幸せな人生を送る

ことが出来るようにすることであり、それぞれの子どもに応じた対応を心がけていく。 

 

自分らしく学習できる環境を。 

私は中学時代に1年間不登校を経験

した。当時は「登校拒否」と言われた。 

だから、不登校に対する認識が大きく

変わった現状に、感慨深いものがあった。  

教育長の想いを教育現場で実践する

には、市だけでは難しい面もあるが、  

子どもたちが自分らしく学習できる環境

を整備するため、私も努力していきたい。 

 

全国の不登校児童・生徒数の推移（文部科学省ホームページ） 

 木下教育長 
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職場環境を整備し、就労機会の確保を。 

 
本市の障がい者雇用者数は６２名で雇用率２．７％。（法定雇用率２．６％）   

制度創設以来、法定雇用率を上回る雇用者数を維持している、という。 

採用試験では、本人が受験申込書に希望する配慮を記入し（車椅子使用、

介助者同伴など）、人事課で確認したのち、民間試験事業者へ依頼する。 

採用後は、配属を含め、当事者との意見交換の中で、障がい特性を共有し、

休憩時間の分散取得など、可能な範囲で対応している。 

職員の適正人数が求められ、一様に障がい者雇用を増やすことは難しい 

面もあるが、障がい特性に応じた選択肢を広げるため、フルタイム正規職員、短時間非正規職員など  

雇用形態の多様化を進めている、との答弁だった。今後も職場環境の構築を進めるよう要望した。 

 

市は委託先労働者の実態把握を。 

 

公園や駐車場・駐輪場の管理、公共施設

の運営、家庭ごみ収集、市庁舎清掃から  

新型コロナワクチンや支援金業務まで。 

今や自治体の住民サービスは、低い経費

でおこなえる民間事業者等への業務委託

が不可欠、という現状だ。もちろん税金を 

使うため、一定の経済効率は理解する。 

なぜ民間委託事業者等は、市がするより   

低い経費で同じ住民サービスをおこなえるのか。 

答えは「現場で働く人の待遇が低い」からだ。本当にそれで良いのか。 

私は、法令順守の観点からも、市が委託先労働者の実態を把握すべきでは、と質問した。 

市は、労働者の実態を「一切把握していない」としたうえで、民間事業者等と「適正価格で契約」しており、

「法令順守されていると理解」していると答弁した。 

  昨年、最低賃金額の改定を踏まえ、国は関係省庁の全契約事業者を対象に、契約変更の必要性について

調査した。兵庫県も同様の調査をおこなっている。（上図） それでも市は、「確認作業は必要無い」とし、 

「委託先労働者から相談があれば、労働基準監督署へ」という姿勢だ。 

最低制限価格を設定せずに競争させ、最も安い民間事業者と契約している業務委託。住民サービス向上

のためにも、「委託先労働者の実態把握に向けて検討を始めて欲しい」と要望した。 

 

おおつる 

質問報告 
 

質問動画は 

コチラ→ 

障がい者雇用者数 

（ 2021年６月１日） 

正規職員 32名 

非正規職員 30名 

雇用率 2.73％ 

全職員数 2,268名 

障がい者雇用 

業務委託問題 

 

[兵庫県が契約事業者へ送付した調査票] 

 

一人５０分の質問時間に戻った１２月議会。

私の質問概要を報告します。  
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今議会は２１名の議員が様々な質問をしました。 

その中から身近な話題をピックアップしてご報告します。 

子どもの医療費「無償化」に向けて検討 

本市は中学校３年生まで通院時の窓口負担は２割、月２回まで１日８００円 

上限、月３回目以降は無料とする助成をしている。ただ本市を含む５市以外の

県内自治体は「無償化」だ。仮に１８歳まで通院・入院を無償化した場合、  

年間約２億５千万円かかる計算だが、市は検討を続けている。 

 

 

 
私たちの足である市バスを守るために 

６５歳以上の市民に占める７５歳以上の割合は５２．８％。３年前から全国値

を上回り、今後ますます高齢化が進む。加えて鉄道空白地帯が多い本市に

とって、市バスは必要不可欠な移動手段だ。市交通局は、コロナ禍による  

社会環境の変化や課題に対応するため、新たな４カ年経営戦略をまとめた。 

主なものとして、車両使用年数の延長、乗継割引制度の見直し、運賃改定、 

適正なダイヤ編成、電気バス導入にむけた取組み等が盛込まれている。 

公営バスは国内で１８事業者（２０１９年度末）まで減少するなど、どこも苦しい

経営を強いられているが、「市民の足」市バスを大切にしたい。 

 

来年度以降の待機児童対策 

大規模な公立幼稚園・保育所統廃合が始まって３年あまり。 

保育所５園、幼稚園６園、こども園４園への統廃合が今年度末に完成する。 

本市は４月１日現在「５年連続待機児童ゼロ」。今後も民間保育園を積極的

に誘致する。今年度は３か所２１０名分、来年度は２か所１２０名分、そして、  

２０２４年度は２か所１２０名分の定員増を計画している。 

 

 

 
マイナンバーカード窓口を断続的に増設 

ポイント特典を使った、国のマイナンバーカード普及促進策が止まらない。 

本市も相談・申込みなどに対応するため、１階の窓口を設置・拡大している。 

本市カード所持率は約４８％（昨年１２月現在）で、全国平均約４０％を上回る。

国は普及促進施策に税金を際限なく注ぎ込むが、情報セキュリティも含め、

国を信用し、かつ必要ならば、市民は特典が無くても手続きするはず、では。 

こんな話が 
ありました。 

12月議会 

アレコレ 

タダほど高いものはない 

と、よく親に言われました。 
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伊丹市議会は、１２月議会最終日

に、「沖縄戦戦没者の遺骨を含む土

砂を埋立てに使用しないよう求める

意見書」を、全会一致で可決した。 

意見書は遺骨が入った土砂を埋立

てに使用することは、「人道上許され

るものではない」と指摘。 

国に対し、①遺骨が混入した土砂

を埋立てに使用しない ②政府主体

で遺骨収集の実施、の２点を求めた。 

フォト・ダイアリー ～日常の一コマ～ 

 

[写真説明  左上から時計回り] 

■大阪高裁が偽装請負を認定した逆転勝訴判決。 

■三池炭鉱三川坑の炭じん大爆発から５８年。 

■第２５回伊丹マダン開催。多様性社会へ。 

■南小地区焼き芋大会。サツマイモ 1,300本焼く。 

■今年１１月開庁へ向け、新庁舎工事は進む。 

■第１回御願塚古墳写真コンテストで賞を頂く。 

 

 

 

【プロフィール】1971 年福岡県大牟田市生まれ。 稲野町在住。 

■近畿大学法学部法律学科卒■国際交流ＮＰＯスタッフとして

「地球一周の船旅」参加■中川智子衆議院議員(前宝塚市長)

秘書■建設従事者の組合・阪神土建労働組合書記局に入局 

■２０１５年の市議選に社民党公認で当選。２０１９年に再選、  

２期目■会派「フォーラム伊丹」■稲野自治会副会長■防災士 

 

 市政に対するご意見や疑問、お聞かせください。 
 困ったこと、悩んでいること、一緒に考えましょう。 

伊丹市議会議員 おおつる
大 津 留

 求
もとむ

 
[電話] 090-8122-7114  [Web] http://ootsuru.com 
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